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( 4 ) Ii'新唐書』巻六一表第一、高歳通天元(六九六)年条に、 「三月壬寅、 (王)孝傑免」とあ
る。詳しくは、 『資治通鑑』巻二O五高歳通天元年三月条、参照。




( 7 ) もちろん駅と成が併置されていた時期が存在したことも十分考えられるが、ここでは駅が廃
止されていたと思われる時期に成が設置されていたことが確認できれば十分である。菊池英
夫、前掲論文、一三六頁、巌耕望、前掲書、四四五頁、参照。
(8 ) 拙稿「唐河西以西の伝馬坊と長行坊J (Ii'東洋学報』第七O巻第三・四号、一九八九年)、
五二頁。





( 10) 程喜霜「釈蜂鋪J (Ii'親晋南北朝惰唐史資料』第四期、一九八二年)、三九頁。





(12) 菊池英夫「唐代敦短社会の外貌J (Ii'講座敦煙』第三巻・敦埋の社会 大東出版社、一九八
0年)、一一九~一二一頁。






























































































No 門下 系 官 員 相 当 向書系官員相当
3 *口口口口左親侍散望 虎牙将軍中兵校郎
威 I、z墨b 将 軍 領主客事
*客 珪Eヨ首 参 軍 主 客 参 軍
*客 曹 主 簿 主 客 主 簿
8 *二二二コ侍 二二二コ 官司馬
* 二二二コ令史 二二二コ 江将軍
9 凌 t工 持 口 コ武将軍兼都官事
中 丘 主 簿
虎牙 (将軍)






















































上啓で あ っ た からにほかならないのではないだろうか。(未完)
【註】
( 9 ) 荒川正晴「麹氏高昌国における郡県制の性格をめぐって一主としてトゥルファン出土資料に
よる一 J (Ii'史学雑誌』第九五編第三号、一九八六年)、四六頁、参照。
( 10) Ii'文書.llIV、一二四頁題解、参照。
(11 ) 荒川、前掲「麹氏高昌国における郡県制の性格をめぐって」、註 (31)、参照。











( 17) 表 Iから明らかなように、捺印文書の紀年は高昌国末期の六二0年代以降に限定されている
が、とれとほぼ同時代の「上奏文書Jには、 「直量年次未詳民部残奏J (67TAM78:24(a) (録
) Ii'文書.llIV、六五頁)がある。しかしこれには捺印された形跡は全く認められない。
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